
自動認識の世界をより身近に

vol.126 2015
11月号

　1970 年 4 月地球から 321,860km
離れた地点で爆発事故を起こし、“奇跡
の生還 ”、“ 失敗した成功 ”などで有名と
なったアポロ 13 号に搭載されていたコ
ンピュータは、今から30 年以上前に世
界ブランド「Nintendo」が販売した “ファ
ミコン ” のそれと同等の性能だったとい
うことは余り知られていません。アポロ
13 号の打ち上げからファミコン誕生ま
で、その間たったの13年です。また、30
年前に公開された映画「バック・トゥ・ザ・
フューチャー２」のタイムマシン「デロリ
アン」 が行き着く未来の世界は、つい先日
の 2015 年 10 月 21 日でした。映画の
中の未来と現実の差について、会社帰り
の居酒屋でおおいに盛り上がり、二日酔
いの朝を迎えました。改めて、人類の科
学の進歩の速さには感心させられ、SF
映画の中に描かれている人類の夢は、
数年後には現実化されてしまうというこ
とを知らされます。
　2000年代になって、「いつでも、どこで

も、何でも、誰でも」がコンピューターネッ
トワークにつながるユビキタスネットワー
ク社会の提唱が広まると、進化は益々加
速して夢が現実に近づいてきます。“ 世
界中とネットワークで繋がり、デジタルカ
メラ、テレビ、ボイスレコーダ、ナビゲー
ションシステム、音声認識、クレジット機
能、指紋認証、電話機能、etc・・・”こんな
機能が全て手のひらに収まってしまう夢
のような装置は、現在のテクノロジーが
集約されたスマートフォンです。夢だった
装置を簡単に持ち歩き、普通に使ってい
るのが現代人です。
　X 線検査と関係ない話のようですが、
この躍進的な技術進歩に影ながら貢献
しているのが、X線の非破壊検査です。
　スマートフォンの機能を一つ一つ見て
も、一昔前は机程の大きさの装置が、
たった数ミリ角の IC チップに凝縮できた
事により実現しています。この高性能 IC
チップの中には想像を絶する細かな回
路パターンや他の IC チップと連携する
ためのコネクタや BGA がギッシリと詰
まっており、最後に樹脂でモールド（封
印）されて仕上がっています。極小で高精

細な ICチップの設計や評価をするには、
顕微鏡装置が必要となりますが、樹脂で
モールド（封印）されていては、ICチップ
内部や、実装された回路とICチップの接
触部分などを、顕微鏡で観察する事が出
来ません。そこで必要となってくるのが、
X 線による非破壊検査装置です。一般的
な人の毛髪の太さが 80 ミクロンと言わ
れていますが、髪の毛１本を 800 分の
１に分けた値が 0.1 ミクロンです。その
世界最少分解能を誇る当社の X 線検査
装置は、0.4ミクロンまでの観察が可能と
なっており、ミクロの世界で高い信頼性・
品質を維持し、新たな問題解析に貢献し
ています。新しい人類の夢の現実化に寄
与し、未来作りを担っているのです。
　ICチップ以外にも、LEDや半導体ウェ
ハー、複合素材、リチウムイオン電池の
内部構造などミクロンやナノ単位の状態
を観察したいと言うニーズにお応えして
います。半導体、自動車部品、素材、エネ
ルギー関連産業の研究開発、品質管理
など幅広い業界で利用されています。

TUX-3300N
微細な電子部品から実装基板まであらゆる場面で
活用できるX線検査装置。
簡単に着脱可能なユニット方式のオプションで検査
の領域が広がります。

今年の 10 月 1 日に、当社はグループ子会社である「マース東研 X 線検査 ( 株 )」
を吸収合併し、X 線事業を当社の事業の柱に組込みました。X 線と言えば毎年の
健康診断でのレントゲン検査が馴染み深いものですが、当社の X 線検査装置は
主に産業用部品の開発時に利用され、1 万分の 1 ミリと言う普段接する事の無い
“ ナノ（n）”テクノロジーの世界を観察する装置です。
本号では X 線検査装置の世界をご紹介します。

ミクロンの世界を非破壊で観察する
『X線検査テクノロジーのご紹介』

非破壊 X 線検査のニーズ

汎用ナノフォーカスX線検査装置

直行型CT（オプション）
高分解能透視装置に
精密X線CT機能を追加

加熱装置（オプション）

<電解コンデンサの透過検査> <携帯電話基板の透過画像> <ＧＦＲＰ断層像　０．１ｍガラスファイバの観察>

正確な温度追従を実現した
透視検査のリアルタイム撮像
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都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。

バックナンバーは弊社ホームページに掲載しております。　　　　　　　　

　Ｘ線はマイクロ波・赤外線・可視光
線・紫外線などと同じく電磁波の仲間
です。電磁波の中では紫外線より波長が
短く (0.001 ～ 1nm)、物質を透過する
力が強いのが特長です。（図１参照）

　X 線検査装置は、対象となる物質に
X 線を照射して、物質を透過してきた
X 線量を撮像しています。( 図２参照）
　物質の質量差でX線の透過量が変化
するので、透過したX線量を撮像する事
により物質の内部の構造を描写する事
が出来るのです。

　当社は、1991年にマイクロフォーカス
X線透過画像システムを開発して以来、
X 線源の研究開発から検査装置製造ま
で、一からすべてを自社で開発している
国内で唯一のメーカーです。

　現在は、X 線検査装置で世界最高分
解能を誇る製品シリーズを取扱ってい
ます。当社では、日本検査機械工業会が
公式に公開している JIMA チャートを使
用して、表記している分解能サイズが撮
影出来て、しっかりと人が認識できる状
態を証明しています。( 図３参照）
　他社でも、0.4μmや 0.1μmを公表
している装置も存在しますが、撮像結果
の実力値ではなく、X線源の焦点サイズ
や電子線のサイズなど、ハードスペック
で分解能を公表してしまっている製品が
少なくない様です。
　その他にも高倍率、高輝度で透過撮
影した画像が表示できるので、細部まで
しっかり確認する事ができるのも当社 X
線検査装置の大きな特長です。

　来年0.4μm(4/10,000mm)の非破壊
撮影が可能な新製品「TUX-3300N」を
リリースいたします。
　TUX-3300N の特長は、世界最高分
解能などの性能面での向上はもちろん
ですが、長年の現場ノウハウとお客様か
ら頂いた多くの声をフィードバックして、

操作性、保守性、設置条件緩和なども大
幅に改良されています。
　デザインも刷新していますのでご期
待ください。

　かねてよりご愛顧頂いていますマー
ス東研 X線検査 ( 株 ) は、MTSの第三
本部として新たにスタート致しました。
　第三本部は、調布市の第二テクニカ
ルセンターを拠点とし、2F の事務所は
営業と開発部隊が一つのフロアで活動
しているので、活発な意見交換や技術
情報のフィードバックが、常にフロア内
に飛び交っているような事業部です。
　ストイックで厳しい反面、趣味が大型
バイクと活動的な岡野本部長の下、世界
最高を誇りに一丸となってお客様の技
術開発や信頼性向上に貢献するX線検
査装置の開発に取り組んでいます。
　X 線検査の受託スポット・サービス・
メニューもありますので、突発的に解析が
必要な時にはお気軽にご相談ください。

「日本検査機器工業会　JIMAチャートの
0.4μがはっきりと確認できる撮像結果」

今年も出展いたします！

12月号は　12月　7日発行です。
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をお届けします。

『図書館総合展開催レポート』

昨年の当社ブース

ＵＨＦ帯自動貸出機

期間：2015年11月10日(火)-12日(木)　
10：00～18：00　入場無料
場所：パシフィコ横浜　
展示ホール/アネックスホール他
当社ブース：NO.28

今回の展示では、“離れて読め
る”、“一括で読み取れる”で注
目のUHF帯ICタグを活用し
たソリューションを中心に出
展させて頂きます。

X線とは

X線での撮像方法

世界最高分解能のX線検査装置

0.4μmの観察が可能

MTSの X線事業
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